經濟學部試驗問題 : 昭和九年度三月施行 by unknown
昭
経？
演卒
皐喜
首品月
試整
験日
間
題
経
済
皐
部
一
年
哲
関
学
・
史
｛
経
柄
引
押
）
菅
教
授
川W
グ
レ
ス
よ
り
見
ン
ト
に
到
る
哲
串
思
想
費
濯
の
大
要
を
書
け
mw経
山
崎
皐
と
哲
墜
と
の
開
係
全
地
ぺ
ょ
。
銀
行
金
融
円
程
．
商
科
）
竹
村
教
授
営
座
預
金
取
扱
の
一
故
に
銀
訂
が
資
金
形
成
機
能
に
於
て
他
の
金
融
機
関
と
異
る
賠
及
び
理
由
を
論
チ
ペ
し
。
貨
幣
論
（
雨
、
経
科
）
高
城
教
授
内
wr甲
〉
金
本
位
制
の
種
類
を
列
島
・
し
（
乙
）
共
中
の
一
時
間
の
特
徴
を
ば
（
3
2
一J
門
一
二
）
等
の
順
序
に
て
箇
係
書
に
摘
記
さ
れ
度
し
。
ω（
巾
）
交
換
方
桂
式
を
列
記
し
。
（
乙
〉
共
中
一
方
程
式
ト
の
快
賠
を
ば
（
一
）
（
一
一
）
等
の
順
一
停
に
て
指
摘
さ
れ
度
し
商
品
皐
ハ
商
科
u
，
坂
ロ
教
授
1
羊
毛
羊
桂
に
依
る
羊
毛
の
性
質
、
羊
毛
の
主
産
地
及
本
邦
へ
の
供
給
園
、
市
場
に
現
は
る
羊
毛
の
種
類
、
本
邦
の
需
給
吠
況
．
但
装
。
2
石
油
、
主
産
地
、
化
畢
的
性
質
、
日
米
の
産
出
比
例
、
護
熱
量
よ
り
見
た
る
石
炭
と
の
比
較
代
用
品
、
本
邦
の
需
給
蹴
況
、
位
装
。
前
記
二
題
の
内
一
題
を
翠
捧
し
て
答
案
を
作
成
す
べ
し
。
経
済
原
論
（
商
科
）
河
西
教
授
例
経
済
恐
慌
の
根
因
を
説
明
せ
よ
。
mw利
子
皐
誌
を
論
ぜ
よ
。
向
調
占
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
釘
外
投
資
（
資
本
輸
出
）
の
必
然
性
を
論
謹
せ
よ
。
（
以
上
三
題
中
二
題
選
捧
）
統
計
拳
（
商
、
経
科
V
錦
織
敬
長
川
時
間
的
数
列
に
於
け
る
各
組
の
費
動
。
川
町
撒
布
度
の
意
「
味
。
総
出
制
史
（
経
済
科
）
本
位
同
教
授
的
戦
争
の
資
本
主
義
経
済
護
展
へ
の
影
響
を
述
べ
よ
。
仰
産
業
革
命
の
諸
僚
件
ー
の
成
立
過
程
を
述
べ
ぷ
一
。
憲
法
（
商
、
経
済
科
ν
中
村
教
授
川
門
鑑
政
及
皇
族
舎
議
一
を
詑
明
す
ペ
し
。
ω日
本
臣
民
の
義
務
を
述
べ
よ
Q
日
本
経
済
史
〈
粧
帯
科
｝
山
下
敬
授
仙
川
大
化
改
新
に
於
け
る
土
地
制
度
の
愛
車
を
論
や
J
仰
我
聞
に
於
け
る
市
の
沿
革
を
述
べ
上
。
一九
€
布
錨
草
生
~
Q
制
1曜
射
程
半
円
。（
~.J.1111盟
各
l ！
担
割
雑
ヤ
＇（...：；）
製
寵
陸
輝
（
製
寵
寵
〉
E
樹
挺
鞘
s
恒
輔
~
輔
C
体
中
t
i
~
~
者
以
後
陣
必
＇
°
~
ヶ
0
§：~tr{伽
：
甚
Q
＊
餌
~
H
書
五
ν
潤
Y
判
。
医
~ntn
時
（
哩
誌
）
Ii 
i
欄
艇
部
S
~
l
部
拝
客
Q
t
量
:a: ...：；世！時J
ピ
嵩
ド
匝
~ntn
担
率
睡
C
縫
い
！
官
制
記
齢
制
品
開
Y
J
。
§
:
H
~
m
!
場
駅
包
軍
担
杓
誕
モ
ト
（
〈
〉
国
時
制
騒
革
担
誕
Q
~
~
間ω
清
~In'
,_jo
民
営
’
(P:::i ）
植
議
事
時
軍
制
誕
Q
~
~
嵐
亙
ω
鵠
~;rI..J 。
繰
腿
〈
怪
誌
〉
韓
請話
早出
3
~
高
縄
訪
；E融
制
IJrR<l掘
罫
キ
！
付
。
吉
村
Q
組
長
nt;Q
出
離
Rd
！長年。
（
イ
〉
高
山
登
に
手
形
貸
付
を
友
し
、
同
入
、
振
出
約
束
手
形
を
受
取
る
貸
付
金
額
至
3,00.00利
息
は
atfl-2銭
5
庄
の
割
に
て
現
金
受
取
る。
（
ロ
〉
乙
地
銀
行
に
首
店
情
替
尻
よ
り
￥
3.000現
金
送
付
を
依
拐
し
営
地
域
西
銀
行
よ
り
現
金
に
℃
受
入
る
。
（
ハ
）
乙
地
銀
行
に
電
信
送
金
魚
替
取
組
む
、
金
額
￥
2,500.00手
数
料
共
他
ヨ
f4.00
は
現
金
に
τ
受
入
る
。
〈
＝
〉
甲
某
の
依
頓
に
よ
り
商
業
手
形
芸
3,800.00
を
割
引
き
￥
3,000.0
11!0 
0
は
現
金
に
て
支
梯
ひ
、
残
金
は
首
座
預
金
と
す
、
割
引
料
．
日
歩
2
銭
3厘
、
割
引
日
数
2
0
目。
（
ホ
）
乙
地
銀
行
取
組
の
支
梯
送
金
局
替
至
1,800.00
受
取
人
某
へ
現
金
に
て
支
梯
ふ
。
（
へ
〉
手
形
交
換
所
の
計
算
ヨ
た
の
j邑
り
持
出
手
形
C
A
）
存
山
花
雄
依
額
東
京
銀
行
掛
代
金
取
立
手
形
歪
6,000.0J
(
B
）
三
塁
1謀
行
働
小
切
手
歪
3,500.00
受
入
手
形
C
A
）
夏
草
茂
証
言
出
小
切
手
主
δ，OOJ.00
(
B
）
佐
藤
信
吉
娠
lH
小
切
手
芸
320.00
C
C
）
営
行
頂
金
手
形
￥
10.000.0D
（
ト
〉
持
出
手
形
C
A
）
三
菱
銀
行
宛
小
切
手
主
3,5000.00
(
B
）
同
行
輔
、
首
行
の
所
有
枇
債
利
札
￥
J
 
,
 
o:x>.00 
〔C
）
東
京
銀
行
搬
、
本
日
満
期
商
業
手
形
芸
2,000.00
受
入
手
形
C
A
）制
l戸
支
店
振
出
首
行
排
3港
金
塙
替
￥
1戸
00.00
日
記
（
謡
富
岡
器
製
〉
（
僅
’
騨
瓦
〉
ま
~
E:l
番
手
鞘
E
や
〈
き
芸
部
n
J
Q
~
関
草
壁
必
噴
u栴
誌
と
国
〈
ベ
J ....）ド必 ..J~~~~話
舵
ll;:~
記
事
：
J
桝
出
ω
頃
韓
H"'!'('l 耳~4CI暗記
.o,~ト
ト
伊
~
.. 
~慢....）~.：；：：：.，.－＼）
今
J也
容
。
ω
疋
掛
か
付
。
mw甲
は
乙
に
自
動
車
一
憂
を
二
千
固
に
て
買
付
け
た
る
も
未
だ
共
引
渡
b
L
震
さ
ど
る
内
、
更
に
自
己
の
物
と
稿
し
て
丙
に
質
標
を
設
定
L
之
が
引
渡
を
篇
し
た
り
。
ハ
A
）
此
場
合
に
乙
は
甲
及
丙
に
封
し
買
受
け
た
る
自
動
車
の
所
有
擢
に
基
き
其
の
引
渡
を
請
求
し
得
る
や
。
（
B
U此
場
合
に
丙
は
有
効
に
質
構
を
取
得
す
る
や
。
ハC
〉
前
例
に
於
て
若
し
丙
が
右
入
質
自
動
車
は
乙
の
所
有
な
る
事
を
知
り
乍
ら
質
樺
の
設
定
を
受
け
た
る
場
合
に
於
て
も
常
内
は
乙
が
自
動
車
の
引
渡
を
受
け
ざ
る
一
暴
を
理
由
と
し
て
乙
の
所
有
棋
に
基
き
引
渡
を
担
み
得
る
や
否
や
。
以
上
ハ
A
X
B
VハC
〉
各
問
に
付
き
簡
単
な
る
理
由
を
附
し
て
答
へ
よ
。
刑
法
（
商
、
経
科
）
江
刺
教
授
化
ハ
イ
〉
刑
法
の
進
化
を
述
べ
刑
罰
の
意
義
を
論
事
。
ハ
ロ
）
犯
罪
の
客
観
的
要
件
を
撃
げ
よ
。
以
上
（
イ
）
（
叉
）
は
（
ロ
〉
何
れ
か
一
つ
を
謹
揮
解
答
す
べ
し
。
mw甲
は
丙
を
殺
さ
ん
と
す
、
乙
も
掠
丙
を
殺
さ
ん
と
す
、
但
し
甲
乙
聞
に
闘
係
な
し
。
甲
は
丙
に
艶
し
致
死
量
の
華
航
明
宏
盛
れ
り
、
乙
も
同
様
毒
薬
を
盛
れ
り
、
然
る
に
丙
は
偉
大
な
る
時
躯
の
所
有
者
に
し
て
雨
薬
の
締
和
に
盟
り
死
亡
し
た
り
。
m及
乙
に
劃
す
る
島
罰
は
殺
人
既
詮
又
は
未
遂
の
何
れ
を
請
す
べ
き
や
。
撃
ハ
商
科
）
移
浦
教
授
教
（
】
）
ロ
山
富
岡
作
「
山
R
B摺
司
踊
除
。
十
l
出
川
十
沼
守
門
捗
号
制
拠
物
避
童
市
回
路
ゆ
創
刊
持
。
山
戸
国
l
z
ゆ
〉
4
画
調
、
f
十
国
μ十
日
出
吋
》
h
叩
囲
盟
戸
十
1
・
出
十
回
除
草
帝
国
防
E
（ね）「一］FHg
圏
’
内
、
お
ロ
園
周
）
時
出
州
出
川
ロ
パ
υ〉」川
a
E
Z
E
3壌
国
附
N
H
「
’
怠
持
「
す
l
凶
U
O
凶
器
湖
叫
・
仰
い
前
N
出
川
蕗
ハ
が
尋
召
目
前
－
b
“模
開叫『向。
H
J
c
g
z
z
q
E君。
（日）釘
h
明
外
事
密
謀
殺
や
令
出
町
O
l事
審
蒲
部
設
お
ョ
：
ト
4
F
H
1
げ
日
l
M円
以
漏
出
町
時
温
時
片
。
（
串
）
蝉
由
。
，
E
．B
富
4
v
内
海
仰
い
λ
ハ
峰
神
芹
鱒
衿
撫
議
「
八
回
一
四
w
ね
囲
ω国
w
i－－－自国
N
H
N
d
口
融
潜
．
5
2言、
3
国
替
附
「
パ
4
V
聖
路
掛
川
掴
河
川
伊
回
収
相
対
時
一
部
符
内
ト
R
5淋
瀧
覗
沖
、
山
崎
署
E
S情
。
繭
誼
同
誌
揮
開
俳
句
。
商
業
史
F
商
科
）
木
村
教
授
向
商
業
史
を
撃
ん
で
得
た
る
貼
。
mwJ門
E
O
H
M
司
令
一
。
仏
に
於
け
る
英
国
の
経
済
上
の
進
展
。
約
束
持
貿
易
に
於
け
る
イ
ギ
9
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
競
争
。
仰
の
Z
ュ2
同
時
代
の
財
政
と
植
民
政
策
。
mw産
業
革
命
と
河
内
向
2
5
回一
印。
制
北
米
調
立
後
の
経
済
的
護
建
o
mw濁
逸
闘
家
統
一
の
事
業
。
川w及
仰
の
外
に
こ
問
を
答
へ
よ
。
経
済
串
部
二
年
教
育
肇
ハ
商
、
経
、
文
科
）
岡
部
教
授
下
記
九
問
題
中
よ
り
任
意
四
問
題
を
選
捧
回
答
せ
よ
削
教
育
＠
吐
曾
的
性
質
を
述
べ
よ
。
問
ギ
リ
シ
ャ
的
人
生
観
と
教
育
と
の
闘
係
を
論
ぜ
よ
o
mw
キ
リ
ス
ト
砧
私
的
世
界
翻
I
C
教
育
と
の
閥
係
を
論
ぜ
よ
J
判
青
年
中
期
の
心
理
的
特
色
を
辿
ベ
其
の
指
導
法
を
考
へ
よ
。
mw生
徒
の
性
格
を
類
型
的
に
捉
へ
る
と
は
如
何
な
る
乙
と
か
、
例
を
邸
中
げ
て
錨
ベ
よ
。
mw
昌
信
号
町
一
5
2
M口
E
5
J
Z
B
と
は
何
か
。
の
同
2
E『
門
拳
恨
の
段
階
的
O
教
授
法
と
U
2〈
巾
山
、
の
問
題
法
と
を
比
較
論
評
せ
よ
。
制
問
。
門
間
口
げ
2
5
Eロ
の
理
想
的
教
師
論
の
要
旨
を
述
べ
よ
。
向
巧
日
開
州
2
2
は
宗
教
的
教
師
を
如
何
な
る
も
の
と
す
る
か
（
歌
師
と
生
徒
と
の
闘
係
を
も
含
め
て
ν
。
は
曾
皐
ハ
粧
、
商
科
）
河
村
教
授
mw
戸
々
・
』
・
叶
yogh岡
田
の
守
口
町
三
回
v
g
に
ワ
き
知
る
と
と
る
を
記
位
。
ω私
有
財
産
制
度
。
一
位
曾
接
的
意
義
を
論
ぜ
よ
。
mw家
族
制
度
。
吐
舎
皐
的
意
義
を
論
ぜ
よ
。
経
済
地
理
ハ
経
済
科
υ
的
英
領
印
度
の
産
業
。
向
北
米
合
裁
闘
太
平
洋
岸
諸
州
、
共
の
産
業
及
本
邦
と
の
貿
易
闘
係
。
二
題
中
一
一
題
を
濯
揮
し
答
案
を
作
成
す
べ
し
。
商
業
政
策
ハ
商
、
経
科
〉
内
池
教
授
mw市
場
経
楠
統
制
の
方
針
如
何
。
mw外
国
商
業
政
策
の
目
的
如
何
。
保
険
制
宍
向
、
経
科
）
錦
織
教
授
的
損
害
保
険
事
業
が
生
命
保
険
事
業
よ
り
も
多
く
の
資
本
金
を
必
要
と
す
る
理
由
。
仰
責
任
準
備
金
工
業
政
策
ハ
商
、
経
科
〉
犬
境
教
授
ω資
本
主
義
的
経
消
枇
舎
に
於
い
て
「
工
業
」
が
も
っ
と
と
ろ
の
意
義
を
問
ふ
。
ω「
機
枕
」
の
経
済
的
意
義
如
何
。
mw「
産
業
株
式
曾
駐
」
の
経
済
的
意
義
如
何
。
m
以
上
三
題
中
任
意
二
題
を
え
ら
ぺ
）
商
法
（
商
、
経
科
）
駒
田
教
授
川
内
商
披
植
の
性
質
を
越
ぺ
ょ
。
mw合
名
人
骨
日
一
砿
の
外
部
関
係
中
‘
一
凪
員
と
第
三
者
と
の
閥
係
を
説
明
す
ぺ
し
。
坂
L口
L
ー
さ一ロ
理
ハ
商
陳
平
科
〉
回
= 
－ 
教
授
教
長
山
内
複
合
舎
計
制
度
の
長
所
と
短
所
と
を
述
べ
如
何
な
る
企
業
に
誼
用
す
可
き
も
の
な
る
か
を
一
部
す
ぺ
し
。
mw暖
簾
出
合
計
事
上
に
於
て
問
題
と
な
る
は
買
入
れ
ら
れ
た
る
場
合
に
限
る
と
云
ふ
は
如
何
な
る
理
由
に
依
る
も
の
友
る
か
評
議
す
べ
し。
宅.，.
:;x. 
教
授
通
（
商
、
経
科
U
伊
藤
下
記
の
内
一
］
一
問
題
に
答
ふ
ベ
し
。
仰
交
通
機
関
の
創
設
に
付
．
注
意
す
べ
き
要
項
を
述
べ
よ
。
仰
牧
支
支
係
裁
を
好
化
す
る
方
法
如
何
。
助
産
業
政
策
上
賃
率
を
嬰
更
せ
し
む
る
場
合
及
共
方
法
を
問
ふ
。
仰
交
通
政
策
の
要
目
を
奉
げ
よ
。
m
w
n。
口
町
内
耳
ロ
円
ゅ
の
働
き
を
叙
せ
よ
。
園
際
公
法
（
商
、
経
科
）
中
村
歌
投
mw領
地
取
得
の
方
法
如
何
。
mw職
争
と
通
商
と
の
闘
係
を
説
明
す
べ
し
。
商
業
地
問
（
商
撃
科
）
坂
口
教
授
川
w英
領
印
度
季
節
風
の
影
響
、
本
邦
と
貿
易
関
係
あ
る
農
産
物
及
工
業
品
の
産
地
沿
岸
の
貿
易
港
名
。
助
北
米
A
口
豪
閣
紐
育
州
以
南
の
太
平
洋
に
瀕
す
る
諸
州
名
及
是
等
諸
刊
の
主
産
品
並
に
本
邦
へ
輪
出
あ
る
物
品
及
貿
易
港
名
。
下
以
上
ご
題
中
一
一
組
理
捧
敬
授
政
治
事
（
経
済
科
〉
松
mw民
族
の
本
質
を
論
ヂ
。
仰
現
存
領
土
が
公
卒
に
分
配
さ
れ
得
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
如
何
な
る
原
則
が
遁
用
さ
る
べ
き
か
。
間
「
宮
カ
の
前
に
は
法
は
何
等
の
慣
値
無
し
」
を
分
析
批
判
せ
よ
。
民
法
ハ
債
樺
）
（
商
、
経
科
）
竹
岡
敬
授
的
履
行
遅
滞
と
履
行
不
能
と
の
異
同
如
何
。
内
w甲
は
乙
に
封
し
金
一
高
閣
の
貸
金
債
棋
を
有
し
債
務
者
乙
は
自
己
の
資
産
と
し
て
時
債
瓦
千
園
の
建
物
、
時
債
千
国
の
動
産
を
所
有
し
且
丙
に
封
し
既
に
静
済
期
の
到
来
せ
る
金
千
回
の
債
権
、
及
自
己
の
父
に
封
し
毎
月
三
十
回
宛
の
扶
養
料
の
請
求
樺
を
有
す
る
に
拘
ら
や
、
之
が
履
行
の
請
求
を
篇
さ
や
し
て
放
任
し
剰
へ
丁
に
封
し
右
建
物
を
抵
営
と
し
て
金
三
千
園
を
借
受
け
共
借
入
金
を
以
て
自
己
の
親
族
、
戊
に
負
捨
せ
る
債
務
を
解
済
L
、
尚
前
一
万
時
債
子
園
の
動
産
は
或
合
資
曾
枇
を
設
立
の
上
曾
枇
陀
出
資
し
‘
丙
に
封
し
て
前
一
部
千
闇
の
債
務
を
菟
除
し
以
て
無
資
産
の
般
態
と
詩
り
た
り
此
場
合
に
債
権
者
甲
は
債
務
者
乙
の
前
一
不
各
行
局
（
邸
ち
放
任
行
局
及
祇
営
標
設
定
、
金
借
行
詩
、
静
情
、
曾
祉
設
立
及
出
資
行
鏡
、
菟
除
等
）
に
謝
L
如
何
な
る
防
禦
手
段
を
講
じ
℃
自
己
の
一
高
固
の
債
躍
を
保
全
し
得
る
や
Q
破
産
‘
法
ハ
商
‘
経
科
）
中
才長
授
教
川
w
甲
が
A
よ
り
ピ
l
ル
笠
百
打
を
金
参
百
五
拾
固
に
τ賀
ふ
契
約
を
魚
し
、
既
に
七
拾
打
を
受
取
り
金
武
百
五
十
園
を
支
梯
ひ
た
り
、
然
る
に
甲
が
破
産
し
た
る
時
は
甲
、
A
聞
の
契
約
は
如
何
た
る
影
響
を
受
〈
る
や
。
ωBは
乙
の
家
屋
を
一
ヶ
月
金
五
十
園
に
て
借
家
し
敷
金
百
五
拾
固
を
託
し
た
り
、
乙
が
破
産
宣
告
を
受
け
た
る
後
、
B
が
轄
宅
ぜ
ん
と
す
る
時
は
、
此
百
五
拾
闘
の
返
店
内
を
受
け
得
る
や
。
mw丙
は
C
よ
り
金
二
千
国
の
債
務
を
負
ひ
耕
済
期
を
遁
戸
、
る
も
返
済
せ
ざ
り
し
を
以
て
C
は
裁
判
所
に
丙
の
破
産
申
立
を
得
し
た
り
、
丙
は
常
考
て
金
一
千
三
百
闘
を
C
に
支
掛
ひ
た
り
、
然
れ
E
も
丙
は
鑑
に
破
産
宣
告
を
長
〈
る
に
至
り
た
る
時
、
丙
C
聞
の
一
法
律
闘
係
は
如
判
に
左
る
や
。
経
済
皐
部
三
年
信
託
法
ハ
商
、
経
科
）
中
根
教
授
利
信
託
合
枇
は
如
何
な
る
業
務
b
t
営
む
や
、
業
務
中
重
要
な
る
も
の
五
に
就
て
簡
単
に
説
明
せ
よ
。
向
信
託
舎
批
が
受
益
植
を
播
保
と
し
て
資
金
を
運
用
す
る
は
誼
法
な
り
や
、
組
て
の
場
合
に
就
て
論
ぜ
よ
。
商
工
経
替
（
商
科
）
大
堀
教
授
mw企
業
の
流
動
性
に
就
き
τ説
明
せ
よ
。
向
執
務
総
輸
の
捷
帯
性
を
説
明
し
且
つ
テ
イ
ラ
ー
リ
ズ
ム
を
批
判
せ
四
ト
4
0
交
通
政
策
（
商
、
経
科
）
伊
藤
敬
下
記
の
内
ご
問
題
に
答
ふ
べ
し
。
mw我
郵
に
於
て
海
事
金
融
が
困
難
な
る
理
由
を
問
ふ
。
仰
木
邦
海
蓮
市
場
が
少
数
者
に
り
l
ド
せ
ら
る
L
組
曲
を
説
明
せ
よ
問
題
路
政
策
の
目
標
を
略
叙
せ
よ
。
向
自
動
車
運
詮
蛍
惑
が
鱗
遣
業
に
及
ぼ
し
た
冨
影
響
如
何
。
教
育
史
ハ
文
、
商
、
経
科
〉
岡
部
教
授
別
教
育
史
の
任
務
を
述
べ
、
特
に
我
国
の
教
育
史
研
究
の
課
題
が
奈
謹
に
あ
る
か
を
・
自
由
に
論
ぜ
よ
。
mw
次
の
事
項
及
び
人
名
に
就
き
任
意
七
題
を
濃
び
て
筒
駐
車
在
る
解
説
を
な
ぜ
。
ハ
1
）
新
人
文
主
義
（
7
）
串
制
ハ
リ
白
〉
コ
メ
＝
ウ
ス
ハ
8
〉
新
女
ー
大
間
学
ハ3
〉
綜
轟
服
相
官
院
ハ
9
）
崖
劫
記
ハ
4
｝
統
一
皐
校
ハ
叩
）
随
筆
教
法
ハ5
U
汎
愛
皐
校
ハ
H
U
B
－
ン
ふ
い
川
村
山
｝
1
ド
（
6
V
ラ
サ
l
ル
ハ
ロ
ν
石
門
心
曲
学
手
形
法
（
商
、
経
科
）
中
根
教
授
助
手
形
の
遡
求
制
度
と
は
何
ぞ
や
。
如
何
た
る
場
合
に
如
何
な
る
方
法
に
依
り
行
は
る
L
や。
防
次
の
事
項
に
就
き
簡
単
に
説
明
せ
よ
。
授
〈
イ
）
熟
慮
期
間
ハ
ロ
〉
利
息
付
手
形
（
ハ
）
持
株
人
式
振
問
及
持
株
人
式
裏
植
民
政
策
（
商
、
粧
科
）
松
下
教
授
イ
ス
パ
＝
ア
植
民
政
策
失
敗
。
原
因
を
論
ぜ
よ
。
農
業
政
策
（
商
、
経
科
）
河
西
教
授
加
農
業
の
経
済
的
特
質
を
論
ぜ
よ
。
mw都
舎
に
よ
る
農
村
の
搾
取
閥
係
を
糊
論
せ
よ
。
mw農
業
経
営
形
態
推
移
の
賓
際
欣
態
と
其
理
由
と
を
蹴
述
せ
よ
。
ハ
但
向
及
ハ
リ
の
中
一
間
選
躍
の
と
と
）
商
法
（
商
、
経
科
）
駒
田
教
授
糾
株
式
合
資
舎
枇
の
株
主
総
合
と
株
式
合
祉
の
株
全
組
合
と
の
異
な
る
離
を
詮
明
せ
よ
。
仰
工
事
利
息
（
建
設
利
息
）
と
は
何
ぞ
。
関
税
倉
庫
ハ
商
科
）
坂
口
教
授
的
関
税
の
轄
嫁
。
mw「
ダ
ム
ピ
ン
グ
L
の
起
凶
及
関
税
に
依
る
訂
正
規
定
。
外
園
蔚
替
ハ
商
、
経
科
ν
落
合
教
授
仙
w
ロ
ロ
白
ロ
目
立
一
－
は
近
き
将
来
に
於
て
潟
替
相
場
下
落
必
然
を
預
想
さ
る
L
が
如
き
場
合
に
最
も
多
く
振
出
さ
る
L
も
の
な
り
と
一
宮
ふ
共
の
理
由
を
説
明
せ
よ
。
mw翁
替
銀
行
は
買
物
、
買
物
、
出
舎
に
絶
大
の
注
意
を
支
掛
は
ざ
る
可
ら
・
？
と
一
冨
ふ
共
理
由
を
問
ふ
。
mw電
信
鵠
替
相
場
と
一
覧
掛
賓
相
場
の
開
き
に
就
き
知
る
所
を
記
せ
取
引
所
（
商
、
経
科
）
落
合
教
授
mw
ザ
ラ
場
は
何
故
競
資
買
と
認
め
ら
る
a
A
や。
mw煩
期
清
算
取
引
に
は
何
故
に
代
行
機
関
を
必
要
と
す
る
か
。
mw繰
延
取
引
の
性
質
を
説
明
せ
よ
。
商
店
経
替
（
商
科
）
伊
藤
教
授
下
記
の
内
二
題
に
答
ふ
ぺ
L
。
川
W
我
部
近
時
の
中
小
小
賀
商
業
経
費
困
難
の
原
凶
如
何
川
w
ヴ
オ
ラ
ン
タ
リ
1
0
チ
ェ
ー
ン
の
由
来
、
組
織
及
働
き
方
を
概
説
せ
よ
。
め
小
衰
商
店
開
設
に
封
ず
る
用
意
を
問
ふ
。
仰
仕
入
に
就
き
注
意
す
べ
き
要
鮪
如
何
。
民
法
門
親
族
、
相
績
〕
（
商
‘
経
科
）
内
山
教
授
川
法
律
上
よ
り
見
た
る
戟
閣
の
家
候
制
度
注
論
や
ペ
し
。
内
w，
次
わ
設
例
に
於
て
相
績
の
趨
る
可
き
場
合
を
母
げ
共
相
績
闘
係
を
詩
明
せ
よ
。
「
設
例
」
戸
主
用
・
に
凹
児
あ
り
、
長
男
A
は
既
に
萎
を
姿
り
潤
立
の
生
計
を
骨
む
。
次
回
円
B
は
乙
家
の
養
子
と
な
り
て
家
に
あ
ら
F
‘
三
男
長
女
は
共
に
串
生
な
り
。
而
し
て
四
児
の
中
三
男
は
庶
子
に
し
て
長
女
よ
り
年
長
な
り
、
他
は
何
れ
も
摘
出
子
た
り
、
偶
LKA
は
其
の
妻
の
懐
胎
中
念
死
し
た
る
を
以
て
、
甲
は
B
を
乙
家
よ
り
引
取
ら
ん
と
し
、
民
法
第
七
百
三
十
七
僚
の
規
定
に
従
ひ
℃
、
B
は
甲
家
に
入
籍
せ
り
。
然
る
に
甲
は
間
も
な
く
共
の
孫
の
出
生
を
見
ざ
る
間
に
之
亦
念
死
せ
り
。
$. 
